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第 67 号・もくじ
「夏の思い出」特集
表紙：キッズさくら草
中⾯：アシストさくら草・
   サポートゆず・サポートさくら草
裏表紙：あみ〜ご部会報告
    ⽀援員Sさんへインタビュー

キッズさくら草
夏の思い出

広報誌の封⼊作業は デイセンターアトム・アトム班が担当しています
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の
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思い出
サポートさくら草 サポート

サイゼディナー！
⼤好きなチキンにご満悦

⻨茶で渇きを潤します！
美味しくて⽌まらない〜〜

夏に⾷べるソフトクリームは
やっぱり美味しい！

イオンは涼しくっていいね〜
笑顔でパシャリ だいすきな電⾞でおでかけ

体育館で集合写真！
室内でも汗をかくくらい遊びました

夏はプールが楽しい季節
今年もたくさん泳ぎました

みんなでお昼ご飯！

なににしようかな〜迷います
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アシストさくら草ゆず

暑い夏に負けないように、⼤好きな
マックでエネルギーチャージ

涼しい部屋で⼤好きな職員のうで枕
で気持ちよく寝ています

涼しい⾞でのドライブは楽しいなぁ

涼しい店内でつめた〜いコーラ
これぞ夏の過ごし⽅！

夏といったら浴⾐！
ヘアセットもしておでかけです

ディズニーリゾートラインに乗⾞
ドキドキわくわくの旅です！

ちょっと暑いけど夜のお出かけは特
別感がありますね

花⽕⼤会で⾊とりどりの花⽕を満喫
きれいだね〜



さくら草だよりは晃新印刷さまのご厚意を頂き印刷しております
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南区では、障害のある⽅やそのご家族が、安⼼して暮らせるまちを作れるよう、令和３年度から「南区課題別部会」を⾏って
います。 
●こども部会
 Ⅰ部 浦和特別⽀援学校の若林先⽣より、コーディネーターの先⽣のお仕事についてのお話を聞きました。
 Ⅱ部 グループワークでは講義の感想の共有と、各事業所の夏休みの過ごし⽅について共有しました。
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南区障がい者⽣活⽀援センター あみ〜ご

グループホームで働きたかったS職員

●おとな部会
 第1部インタビュー「ボクらの⾃慢」、3つの事業所に特徴や運営・経営の裏話、
 この仕事に就いた理由などをお聞きしました。
 第2部事業所同⼠でグループワークをしました。
●居宅部会
 7⽉〜8⽉にかけて、ヘルパーサービスご利⽤されている⽅にアンケートを実施し
 た結果を、今回ご参加いただいた事業所と共有、⼈材不⾜や移動⽀援のことなど
 意⾒交換をしました。

似顔絵を描いてくれた友達T職員はSさんを ・ほんわか系 ・⾷べることとお話が好き・⼈好き
でがんばり屋さん と評している。
インタビュアー：⼭本宏 Sさん

グループホームでずっと働きたいと思っていたS職員。その動機を伺ってみた。
⼦どもは結婚し独⽴している。これまで薬局事務や看護助⼿、そして居宅介護事業所でサービス提供責任者に携わ
り、障がいを持つ親御さんのお話に⽿を傾けてこられた。
障害福祉に携わっている友達から、⼿伝ってもらえないかと⾔われたことがはじまりで、直ぐにヘルパー資格を取
った。仕事をやってみたら⼤変なこともある。利⽤者の特質に合わせて⽀援していくことの難しさや利⽤者主体の
関わりとはと考えることが多かった。
健常の⼈よりもいろんなことに敏感で、本⼈が⾒えているものと私から⾒えているものが違うのではないのか。私
の⾔うことを受けとめてもらえるだろうか、こう⾔ったら伝わるだろうかとそのやりとりを考えるのは⾯⽩いし、
信頼関係ができれば更に利⽤者さんがかわいいという思いが募る。 
対⼈⽀援の奥深さを感じるほどに、関わるほどに仕事が楽しくなった。
しかし親御さんは、我慢しなければならないことが多い。⼈に預けることに気が引ける。⾃分が病気や居なくなっ
た後はどうなるんだろうと不安なお気持ちを持っていた。障がいのある⼦が⽣まれ、葛藤しながら受容し、家族の
⽀えや周りの⼿助けがあって明るく過ごされている。
そのような親御さんに⾃分が役に⽴てることはないだろうかと考えてこの仕事に就いた。
⽀援⼒をアップしたいと介護福祉⼠も取得し、⽇々親御さんに聴いたり、先輩ヘルパーさんからアドバイスを受け
たりしながら嬉しそうに仕事をしている。
Sさんは今までいろんな仕事してきたが、
この福祉の仕事が⼀番好きと明るく笑って話してくれた。


